
講師挨拶 アイスブレイクを含め、雰囲気つくりに気を配る

1

2017



Iの試験で求められる能力について説明する

2

2017



具体的な試験の内容について説明する

3

2017



DVDで実演を見るので、詳しい説明はせず、読むだけでよい

4

2017



DVD終了後に「今の映像が課題Ⅰ」であることを確認する

5

2017



DVDで実演をみるので読むだけでよい

6

2017



DVDを見た後に、「なんとなくイメージが出来ましたか？」など、参加者の理解をうか
がう

7

2017



テキストP９２参照：動きの指示を出した後の「観察」「修正」「賞賛や動機づけ」の重
要性を理解させる

8

2017



明確な動作について、スライドのポイントを用いて解説する

9

2017



スライドのポイント□を解説→具体例を挙げて理解を深める

10

2017



スライドのポイント□を解説→具体例を挙げて理解を深める

11

2017



１０個の課題部位と動作を一緒に動きながら、確認する
付属の添付資料とテキストに、写真があることを伝える。

12

2017



13

2017



14

2017



15

2017



写真を見ながら、正確な動きを説明する

16

2017



グループ分けは、受講生の数とを考慮し決定する
課題Ⅰの練習⇒課題の動きが正確に動けているかをチェックする。
グループごとに練習する。エグザミナーはグループ間を廻り、チェックする。
質問などあれば、個々のグループで対応せず、共有し理解を深める

17

2017



スライドに記されたポイントを確認し、練習に生かす

18

2017



スライド＃５に戻り、見せる。
特に「指導の循環」に特化してみるように指導する

19

2017



グループに分ける→時間に合わせて人数を決める
課題Ⅰのクリアを目標に、より高い指導力を含めて練習する→＃１８のスライドに戻
し、評価基準を確認させながら練習する
必要であれば課題ⅠのDVDを再度見る

20

2017



自重負荷を軽減する方法３つを説明する

21

2017



22

2017



５つの課題EX.にどのような軽減方法があるかを解説する 斜線の部分は出来ない
軽減方法であることも伝える

23

2017



2017

24



スライド＃７に戻り、見せる。
ＤＶＤを再度見る。

25

2017



スライドのポイントを読み上げ、評価ポイントをしっかりと熟知させる
人数と時間に応じてグループ分けを行う
必要であれば課題ⅡのDVDを再度見る
質疑応答などは、そのグループだけに行わずに他の受講生とも共有する

26

2017



スライド＃５、＃７に戻り、見せる。
リハーサル前に再度ＤＶＤを観て、試験の流れや指導などを確認する。
ここまでの経緯で危ういと思われる箇所などあれば、解説を入れる

27

2017



3人一組とし、2回は試験のリハーサルが出来るようにする
エグザミナーがタイムキーパーになる。
必要であれば、試験デモDVDを見ても良い

28

2017



試験に向けて、課題Ⅰと課題Ⅱのポイントを再度確認する。
質疑応答
終了の挨拶とともに、受講生の動機づけを行う

29

2017


